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文

遣 
f

f'^
l

:'
:
\
か

次

は

第

三

者

の

保

證

を

要

求

せ

ら

る

。

此
，
の

場

合 

V'
:
其

の

輸

出

商

の

弗

素

取

引

せ

：
る

普

姐

鈒

行

の

保

證

，あ

&

ぼ

、.

；

擔

保

を

差<
る
.
、

こ

ミ

を

要

せ

ず

全

價

爲

替

を

仅 

■M
む

：こS
を

得
0
普
通
飯
行
が
■
出
手
取
に
裏
書
を
爲 

す
は
か
ぐ
の
如
き
場
合
に
起
る
も
の
な
れ
ば
、
典
の
.裏•一
 

へ■
賢
任
は
輸
入
爲
替
の
場
香
ど
異
なb
恰
も
荷
爲
#'
手
.

形
を
買
取
ら
た
る
ビ
.同
猶
な
れ
ば
、
其
の
.手
形
の
條
畔 

:'
k
.應
^
て
相
當Q.;

擔
保
を
徵
す
.ベ
き
は
勿
論
な
り
。
さ

|

れ
ば
此
の
連
#
賢
任
は
興
の
：手
形
が
外
國
に
於
け
る
荷j 

受
A
fc
於
：て
支
拂
は
る
、
迄
繼
續
す
。
；此
の
裏
書
を
.或

,

は
買
入
外
國
爲
替
爾
足
を
.以
て
整
理
す
る
も
、
寧
ろ
其
.I 

の
實
質
が
外
國
爲
#
の
賣
買
代
*:
ら
ず
し
.て
n
J取
な
る
•I:

以
^
!、
支
拂
承
諮
中
^
含
ま
し
む
る
を
以
て
適
當
ミ
せ|

.ん

か
' 

.

. 

' 

:

’ 

バ 

.

:
'
;

「

一
三
、
結
' 

論

.
。

.

(

^

上

銀

行

支..
»
承

諾

勘

尤

の
.內

，容

に

就

て

糨

述

し

れ 

る
が
、
要
す
る
に
付
外
國
業
務
を
通
七
で
手
形
别
受
は

, 

第
十
J
'I
V
三
o 

現
實
手
形
上
の
^

^
る
責
任
を
負
へ
る
點
に
於
て
實
任
. 

最
も
大
k
、
.之
に
次
ぐ
‘も
.の

は

自

己

を

引

受

人

ミ

せ

る 

,
.傲

用

狀'0
.場

合

に

し

て

、

此
，
は

將

來

手

形

.引
受
0
義
務 

を
負
ふ
.名
の
と
し
て
第 
一ー̂

位
す
。
其
他
は
多
く
は
眞 

に
保
證
に
し
て
普
通
の
場
合
妃
於
て
は
責
任
輕
き
も
の 

.ビ

す
，。
然
る
^
今
日
銀
行
の
贷
借
對
照
表
は
.此
等
の
全 

部
を
同1

0
支
拂
承
！̂

»定
中
は
泥
^
計
上
す
を
を
« 

て
、
往
々
內
容
を
詳
悉
ゼ
ざ
る
港
の
誤
解
を
招
く 

zw 

ぁ
办
ノ
故
^
外
國
の
例
の
如
く
引
受
手
形
、
信
'明
狀
、
 

'手
形
裏
書
及
び
其
他
支
挪
承
諾VJ

云
ふ
が
如
ぐ
主
も
な 

る
科
目
^
再
分
す
る
を
適
當
な
^

^
す
べ
し
。
タ

ぐ

i 

責
任
の
最7P,

大
な
る
引
受
手
形
丈
.け
は
分
離
し
て
獨
立 

...
の
科
目
^J

し
て
計
上
す
る
.を
可
^j

す
。' 
殊
.に
普
祖
銀
L
r 

に
し
て
外
國
爲
截
業
務
の
方
面
に
も
發
展
せ
る
銀
行
の 

如
き
れ
於
て
、
種
々
雜
多
0
支

拂

承

諾?:|

科

目

中

杞

合

算

，
計

上

す

る

が

如

き

は

世

の

誤

'
解

を

招

く

所

以

な 

办
。(

大
正
九
•
ニ

®1
玉
稿)

■ 

茧
各
迄
、
充
分
比
研
究
し
て
ゆ
く
な
ら
ば
"
必
す
其
處

'
:
古

代

法

ば

瑰

れ

れ

る

家

に
何
等
か
の
系
統
を
發
見
し
#
.る
で
あ
ら
ぅ
。
あ
る
法
. 

• : 

v

疾

.制
 

.

. 

の
制
定
3
.れ
る
の
は
無
.意
味
^
な
：さ
れ
る
の
で
は
な 

:

:

>

_

;

:

.へ

*

:'
ぃ
。
其
の
變
遯
發
展
の
依
，っ
^
起
る
と
こ
ろ
の
動
機
が 

. 

.
野

.村

兼

、ネ

長

一

：
其
の
根
本
に
存
枉
し
て
居
ゐ
の
で
あ
^
。
大
體
是
を1
一
 

:
: | 

.

.

個
代
分
つ
乙
と
が
裂
る
だ
ら
ぅ
。

一
つ
は
個
人
が
古 

本
論
文
の
目
的
と
す
る
ミ
こ
.ろ
は
，古
代
法
に
現
れ
た 

一
法
の
下
に
あ
る
團
體
的
組
織
內
の
束
縛
に
對
す
ろ

 ̂

家
族
.制
な
る
も
の
、
.比
較
を
試
み
や
ぅ
€
'云
ふ
^
.
办\

 

_
で
あ
b
、
他
.は
次
第
に
：成
長
し
.て
來
た
刚
體
的
權
カ 

る
。
元
來
匇
々
の
內
に
筆
を
採
づ
尺
も
.0:
で
.あ

る

か

一

が

今
^
社
'#
の
根
底
を
な
.し
て
居
れ
過
去
に
於
け
る
法 

ら
、
嚴
密
周
到
な
る
比
狭
考
瞭
を
^
み
ん
€
す
る
，も
の
の
支
持
者
に
對
.し
て
’な
す
爭
W
で
あ
る
。
即
ち
«
者
は 

で
は
なS

。

唯
各
古
代
法
に
於
け
る
家
族
制
に
關
す
る
一
各
個
人
の
自
覺
ド
依
っ
て
、徽
3
れ
、
後
者
は
典
同
生
活
' 

槪
觀
を
併
刻
記
述
し
て
輿
の
1
般
を
媒
は
ん
6
欲
す
る
-

の
範
圃
の
擴
大
に
ょ
り
て
$

る
も
の
'
$
方
へ
や
ぅ
。
, 

に
止
ま
る
。
細
&
論
述
は
嚴
を
他
.
W0'
撒
'#
に
.讓
る
。：
1(

拙

著「

經

濟

的

文

化

ビ

翁

學

」

ニ
丄
ハ
五
.頁

以

降

及

び

後 

.,
;

#
人
.が
現
在
の
.社
會
生
活
を
迅
當
に
3

*
し
や
ぅ
€

揭
w'd,cafiisdl

の
.著

書

參

照

：

)
「

思
ふ
な
ら
ば
、
必
ず
過
去
の
ft
;#
:
形

態

を

熟

知

.し

な

け
,

S
人

が

以

下a
ベ
ん
と
す
る
古
代
の
血
族
的
^
合 

^
ば
な
'ら
«:
い
.0
.法
觚
&
办
研
^
'0
'
必
喪
1
亦
こ
、

^

(Geschlechts 

ぐ

 erb

plnaen)

で
あ
;a
象
族
的
^

g

0內
に

存
す
る
。■吾

人

が

法

の

；發

毘

を

.其
の
始
め
ょ
6
現

在

に
.

も
，
す
で
に
暴
等
雨
種
：の
爭
鬪
ょ
リ
生
ず
る
後
世
發
展

—

.

.

.
*
. 

.
 

•
 

.

.

. 

.
 

.

.
依
十
四—

(
1

七
八
ム)

錄

*.
代

法

袋

れ

^

る

轰

制

.. 

烙
十
ニ
號
；

i
:
l
>



'苹

四

潘

c
'i
八
ニ)

雜
ぃ
：
錄
ノ
.
古
代
f

證
たW

衆
族
_

第
十U

號
，

1 
3 ニ

.の

.出
發
點
は
存
レ
て
居
/2
。：，云
ふ
'迄
も
な
ぐ
當
時
の
家 

^
賴
織
，し
'
.
'
今
.
^の̂
_
象
.
V

」

.を
同
：

.1;

«
.す
る.s j 
.ど
は
出
來 

'淠

い
の
で
あ
る
が
、
^
の
'家
族
紐
織
の
^
に
.
^
0人
類
の

あ
ら

ゅ
.

る
共
同
生
，®
を
规 

'寒
す
が
森
的
要
素
が
あ 

る
。
を
は
恰
'も
國
家
に
於
け
る
が
如
く>

 

.其
の
血
^
⑽ 

;圈
體
は
#

の
權
ガ
を
以
：つ
：て
ょ
く
掘
人
を
糨
東
す
る
0 

. 

«
常
時
の
家
族
に
あ
，つ
：て
：は
を
れ
が
血
族
を
云
.ふ
紙
ぃ 

範
圆
}-
呢
ら
れ
、：

：‘(:
:,:的
權
カ
も
3!
;:

.
打
，獨
立
&
、
求
^
充 

分
で
な
か
ク
た
に
過
^
な
い
上
舨
方
进
^
.注
.
4す
る
必
. 

要
の
あ
冬
0
は
乙
> 
で
象
族
，ビ
»
す
る
も
の
は
今
R
用 

ふ
る
，狹
い
葸
味

の
家
族
v
ば
な
い
こ
：ど
で
あ
5;
。
.兩
觐 

ビ
其
の
予
ビ
か
ら
成
立
す
る
.小
家
族
を
云
ふ
の
で
は
な 

く
U
 
て
y 

一
 

族(
v
e
r
w
a
n
d
t
s
c
h
a
f
l
)
M

族(
s
i
p
p
e〕

血

族

：
 

明
體(

;oe
s
c
H
e
c
h
t
s
v
e
r
b
a
n
d
)

,r
レ
云
ぷ
，や
ぅ
な
、
若
し
ぐ 

は
我
が
S

0
-K
、
風
族
の
免
&
大
家
族
を
指
す
の
で
あ

る
以
下
此
の
古
代
の
家
族
杞
就
い
て
其
の
槪
觀
を
知
6

ん
ど
す
る
に
清
つ
'で
、
先
：づ
羅
^
法

(r

oim
i
s
d
l
e
n

 

:
&
け)

.及
び
日
^
曼

法(
g
e
r
m
a
n
i
s
p
h
s

 

R,echt} 

Q
-
w
s

 

S
我
か
_

の
法
制
'ビ
を
比
較
し
て
見
や
5

'd
.思
ふ
o
. 

K
 

,の
前
兩
者
{;
關
す
る
部
分
は
ず
ベ
て
前
^
述

ベ

た

S 

'ward. ca.Aisclv:—

^bi'e;.; F
a
m
i
K
e

 

als 

G
e
m
e
i
n
s
c
h
a

: ̂

u
:a
d csossenschaft:, 

.ihr-e 

privatrechtiichen. 

und- 

o.^ntllchrecbtnchen 

F
_
a
a
k
t

o*n
e
n

 

in. ihrer 

E
n
t
w
i
c
k
-

 

l
u
no'
Q
3*
^
^
一
 
3

'
§
??
ド-be

s

-ondrer 

Berlicksicll^ung

贫

.

s
t
a
i
r
!
、

{

IVO
I7
}

0
第
一
.寧 

A
i
i
g
l
i
n
e

 

:QruI>dlag

名

第 

| 

節b
i
e
’
Fa,

日ilie 

in 

der 

aften 

R
e
-

 

frt
e
l
L

の意
！
！

费
L

c
は
抄
課
R
過
ぎ
な
い
。(

本
書
は

"
,其
0
表
題
の
：示
ず
が
如
く
|

1

3

(

瑞
施
の
：| 

w
 Gr
a
u

丨

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

*

■crunden 

_

—

 

^
*5)
-
0
1
1
5

と
も
書

/<
-
—

―及
'び• w
e
s
a
r
o
i

 
也 

方)
の
家
族
制
の
法
制
史
的
硏
究
'で
ぁ
る)

;^
.我
が
：國 

の

部

，
分

は

三

沛

周

行

博

士

：
景

「

法

制
Ml
之
硏
双」

に
負
ふ 

S
こ
ろ
甚
だ
多

5
,0
.
一
 

々
站
記
す
る
の
煩
を
«
け
て
豫 

'め
こ
、
に
：附

記

:(
:
.
1
«
く
。
::
,

.

'■
先
づ
_

1

に
^

!
法

に

就

：
い

て

述

べ

：
や

ぅ

。

:
.

羅
«

^
於
け
る
立
法
の
最
初
はu

leges 

r
egiae

ゴ

及 

び
十M

板
法(

l
y
H
a
f
d
n
)

で

あ

ら

ぅ

。

五
！：

人

は

®

等

の
 

內
k
羅

悔

的

國

家

の

根

本

で

,*
る

家

族

に

就

い

て

の

記
 

錄
を
發
見
す
る
？
古
代
羅
•ぬ
は
一
つ
の
血
族
的
國
家
で 

あ
る
。
.全
*:
聪
市
民
は
血
^
.の
數
か
ら
成
立
っ
て
居| 

て
、
其
の
個
々
の
血
族
は(

ぐg
e
n
t
e
s

-
ど
稱
す
る
同
. 
一

| 

の
祖
先
を
有
し
、
同
一
の
名
を
以
つ
て
•呼
ば
れ
る
一
家 

族
系
統
で
あ
る
。 

一
 

:

古
他
«
艰
法
に
於
け
る
是
等
のg
e
n
t
e
s

は
政
治
的
一 

'形
體
ど
し
て
は
t

っ
と
卑
く
其
0>
重
.要
さ
を
失
っ
た
：
 

が
、
.
經
濟
的
方
而
^
於
.い
て
は
尙
ほ
後
世
迄
一
S

#:
.
 

ビ

し
て
:1
0:
大
視
さ

れ
た
.。(

P
.
Wロ
 g

^
3
‘.___-qY3prung der 

j 

Famllie.: S. 

8

5

.

公
法
及
'び
私
法
は
典
に
血
族
を
刚
體
と
し
て
適
用
3
.

れ
た
の
で
あ
る
。
故
^
氏

族

圓

體
.0
8
1
1

〗

^
§
5
5
3

)

は 

.典
同
し
て
.摩
: ^
し
た
の
，で
：あ
る
-。
彼
等
は
典
同
の
埋
葬
：

’筋
十
四
卷
.

(

一七八
三

)

.雜錄古代法に现れれ

.

.地
を
有
し
,
且
っ
共
同
し
て
戰
爭
に
行
っ
た
。
彼
等
は 

,
言
行
共
^

«
助
し
合
ひ
>
,闲
雛
に
遭
«
す
れ
.ば
瓦
に
保 

.讓
救
濟
を
實
行
し
れ
。
丽
し
.て
崔
馮
的
國
家
の
一
員
た 

.ら
ん
ビ
欲
せ
ば
、
•或
ひ
は
文
其
の
安
危
に
關
す
ふ
相
談
.
 

に
预
ら
ん
s

-:
t
る
な
ら
ば
、
氏
族(

G
e
n
s
)

の

j
M-れ
る 

こ
S
を
必
要
^
し

れ

.0

.

此
の
.氏
插
制
の
重
®
な
る
根
本
は
其
の
说
族
の
權
カ 

1

で
獲
#

§
れ
犮
す
べ
，て
の
も
の
が
其
の
財
産
で
あ 

つ
知W

云
ふ
こ
と
で
あ
る
。.
此
の
特
徵
が
繼
續
し
て
©

.
る

間

は

血

族

的

國

，
家

が

存

：
在

し

、
て

届

'た
。
然
し
每
^
 

は
れ
.る
や
否
や
古
代
羅
啦
の
愛
_
的
狀
態
は
最
後
を
吿 

げ
た
の
で
あ
る
o

氏
族
は
す
ベ
て
' の
財
產
の
所
有
#
で 

•あ
つ
た
。

個
人
が
家
や
家
*
を
所
有
し
炎
乙

ビ

も
あ
つ 

た
が
、
'
そ
れ
は
其
の
家
族
、
即
ち
氏
族
卿
P

是
を
許 

容
し
た
時
の
み
に
限
つ
て
>
あ
づ
た
。

：

,

,
.
個
人
.の
財
‘產
ほ
羅
啦
.に
於
：い
.て
は
す
_で
^
;早
ぐ
か
ら
：
.. 

存
在
し
て
居
て
、
動
康
及
び
奴
隸
家
窬
が
是
で
あ
る
o 

名
家
族
制 

,

第十二
號：

一三
三

..



第
^
四

猪
.C1,

七
八
四〕

雜

，：：

錄
::
:
‘
I5
T
代

摩

瑰

れ

れ

る

幾

制

第
十
二
腿

I 

3四

全
—
產

む

關
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又
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